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ThisisthethirdoftheserialarticlestitledHSocio･EconomicBasisofSocial

CommunicationinSouthernThailand,MthefirstofwhichwaspublishedinVol.4,
No.50fthisJournalas"LandTenureinSouthernThailandHandthesecond,as

`̀RangeofMarriageinSouthernThailandHinVol.7,No.4.

0nthepremisethattheprocessofsocialmobilizationofacommunity of

settledagriculturetypehasmuchtodowithexperiencesoftemporaryoff･the･village

residenceofitsmembers,thisarticleaimstopresentdifferenttypesoftemporary

externalresidenceofvillagersofaThaHslam communityinSouthernThailand.

Actualcasesofoff-the･villageresidenceareclassifiableintothreecategoriesas

fbllows:1)casesduetoreligiousmotivation,2)Casesattributabletoeconomic
motivation,3)Casesinvokedbyorderofthegovernment.Thefirstofthesecate-

goriesissociallyinstitutionalizedaspilgrlmagetOMeccaandschoolingataHPonoH.

Thesecondcategoryincludesthosecasesofworkingawayfrom homelikesquat-
tingorengaginginjobsoutsidethevillage.Thelastcategorymeansconscribed

militaryandconstabularyservices.

While,inPartI,theauthortriestogivefactualideason theinstitutional

aspectsofthosecases,motivationalaspectsaswellasrelevancetosocializationof
villagersareclarified in PartIIastheauthorpresentsinformationscollected

throughinterviewsofthevillagers.

は じ め に

本稿は,先に執筆 した ｢南タイの土地所有- タイ ･イスラム村落におけるケース ･スタデ

ィ- ｣(本誌 4巻5号掲載)および ｢南タイにおける通婚圏の形成- タイ ･イスラム村落に

おけるケ-ス ･スタデ ィ- ｣(本誌 7巻 4号掲載)に続いて, 南タイにおける politico･social

*広島大学政経学部
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矢野 :南タイ農村民C))村外居住体験について

colllmunicationの社会的 ･経済的基礎を探 る試みである｡

これ まで,土地所有制度 と通婚圏の形成 とい う,人 口の流動を左右す るもっとも基本的なフ

ァクターについて分析を行な ってきたが,それ らと並んで, より個別的ではあるが,現地住民

が本来の村落を離れて,比較的長期間,村外生活 ･居住体験をもつ機会がある事実を見落 とす

ことはで きない｡ ここで問題にす る村外居住の諸機会は,通婚圏の場合 と異な り,いわば一時

的な離村現象をい うわけであ り,必ずいずれは当事者たちが帰村す る場合にのみ限 られ る｡ こ

れ ら諸機会は,社会文化の うえでいわば制度化 されている場合 もあれば,そ うでない場合 もあ

/J ｡ いずれにせ よ,南タイ農村がお しなべていわゆる定 着 農業 型社 会である点を考えるな ら

ば,それ らの諸機会が,村民を外界との新たな接触に導 き,ひいては文化伝播の契機がつ くら

れ ることにもなることがわかる｡

まず とりあえず,一つの手掛 りを得 るために,ドーン･キ レク村(人 口男714,女642,計1,356

人)の住民に,遠隔地旅行経験の有無を問 うた結果を表示 してみ よう｡ 男109名,女5名,計114

表1 遠隔地旅行経験者行き先別延べ人数
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注)木表は ｢どこか遠い所に旅行したことがあるか｣という質問にたいする村尺の解答をまとめた

ものである｡ふつう県内他郡のサダオなどは ｢遠い所｣とはみなされないので,県内他郡その

他比較的近い地域の箇所の件数はほんとうはもっと多いはずである｡

名が遠隔地旅行経験を有す ることが判明したが,それを行 き先別にわけてみた ものが表 1であ

る｡ 同一人が複数箇所の行 き先を答えた場合 もあるため,表 1の令計人数は 114名を越える｡

旅行先の列挙は 解答者の 自由にまかせたので, 途中経由地点が 含 まれていることもあ りうる

し, また遠隔地の定義 も解答者 まかせであるので,た とえば県内他郡を遠隔地 とは判断せず,

解答に含めなか ったものも多数い ようO その点で,表 1か らはおおよその趨勢が知 られるにす

ぎない｡

それに しても, ド-ン ･キ レク村民が,相当度に遠隔地旅行 ･居住を経験 していることは明

白な事実である｡ どのような具体的契機によ一)て, このような村外-の短期移動が現象化す る

かを考えてみ ることが,本稿の主たる課題である｡
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遠隔地-の地理的移動の現実的基盤として,姻縁関係の遠隔地-の拡大を考えてみることは

無益とはいえない｡しか し,事実問題として,そのような特定の社会関係とは直接には無関係

に,遠隔地-の移動が生じうるところに問題の難しさがある｡ そこで,ここでは,むしろ地理

的移動を現象化せしめる機会源それ自体を重視してみなくてはならないOも.とより,これ らの

地理的流動化を側面的に助長する要因として,村落あるいは家族の権威的枠のゆるさというこ

とが考えられる｡ この間題については,別の機会にそれだけを主題として語 りたいと思 う｡

機会源は,村外に赴 く事由あるいは動機の遣いに応 じて,いくつかの種煩にわかたれ うる｡

ここでは,とりあえず,次の3種類にわけておきたい｡

伍) 宗教的動機に基づ く場合

(B) 経済的動機に基づ く場合

(C)公権力の発動に基づ く場合

この三つのそれぞれの場合について,離村の具体的動機,離村者にみられる経済的 ･社会的条

件との相関性,離村に伴われる文化的 ･儀式的側面,また村外居住全般にみられる特徴やその

変化,などを分析してみなくてはならない｡

村外居住の諸経験については,その機会源を求めるだけでは足らない｡村外居住体験を問題

にする積極的な理由は, とりもなおさずそれ らが新たな socializationの行なわれる機会とし

て重視され うるからにはかならない｡定着農業型社会の近代化は,ある段階においてほ,ラー

ナー(DanielLerner)のいわゆる mobilepersonalityl)を一つの価値として志向する過程を含

むものである｡ この観点からみるならば,村外居住の諸機会を論ずる場合,機会源と並んで,

社会的学習の諸局面について考察を加えることが不可欠の課題となる0

本稿の後半では,この趣旨に従って,村外居住経験者のなかから,機会源別に,無作為に幾

人か抽出して面接を行なった結果をごく簡単にまとめて分析 してみたい｡その場合,社会的学

習の総合的 ･構造的分析は筆者の手に余るので,とりあえず村外居住中の生活体験の具体的諸

様相に焦点をしぼり,そこにみられるきわだった傾向を捉えるだけに留めたい｡

l 村外居住の諸機会源

A 宗教的動機に基づく場合

ドーン･キレクは,純然たるムス リム村落であ り,全世帯数 297戸のうちに仏教徒の世帯は

1戸も含まれていない｡ イスラムを信仰する限 り, メッカ巡礼などの遠隔地旅行滞在の機会

は,いわば社会的に制度化されているわけで,その点ムス リムは村外体験の機会にアプリオリ

に恵まれているといえよう｡ メッカ巡礼以外の機会源としては,イスラムを集中的に学ぶため

に行なわれる遠隔地留学の制度がある｡

1)cf.DanielLerner.ThePassingofTraditionalSociety.1958,pp.47-52.
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矢野 :南タイ農村民の村外居住体験について

宗教的動機に基づ く場合の特徴は,地理的移動が社会制度化 している点であるが,制度化 し

ていることによって,移動に伴われ る様式上の変化に乏 しく, またイスラム社会 しか も村落単

位での宗教秩序の安定を 前提 としている点で, いわば保守的な 性格のものである. とりあえ

ず, ド-ン･キ レクにおけるメッカ巡礼とボ ノ留学の二つについて分析を加えてみ Jうo

l メ tソ カ 巡 礼

ドーン･キ レク村には,筆者の調査終了の段階 (1966年 3月)で, ｢-ジーJの称号を有す

る村民,すなわちメッカ巡礼 (kaan-tham hajii)の経験者が, 男14人, 女5人あわせて19人

現行 していた｡(表 2参照)

ド-ン ･キ レクがムス リム村落である以上, メッカ巡礼経験者がいるのは不思議なことでは

ない(-,そ してメッカ巡礼に 赴 く宗教上の動機は, い ')まで も,/Li:くイスラムのTL行 (haas呈in
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汁) 1.土地保有の箇所の (+)(-)は,数値が ドーン･キレク平均より
高いか低いかを示すためのものである｡

2.表中の例5と例6,例9と例10,例15と例16,例18と例19はそれぞ

れ夫婦である｡ただし例9と例10の夫婦の場合,2人が別々に巡礼

しているのは興味深い｡

3.同行者は, ド-ン･キレクからの同行者数を示す,i
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itsalaam)の完成である｡ しか し, メッカ巡礼は, 村民の社会通念上は, かならず Lも絶対

に行なわねばならないこととは 考えられておらず, アッラ-信仰 (ndkcao), 礼拝 (tham

mayan), 施与税 (zakat), 断食 (buat)の四行を遵守することでムスリムの宗教的義務は十

分に満たされるとされている｡ もっとも,ある水準以上の富の所有者は,巡礼を行なうことが

宗教的義務として当然視される｡ この場合,富とは,いうまでもな く現金もしくは現金に換え

うる資産の所有をいう｡

しかし,メッカ巡礼を行なう動機を別の角度から捉えてみると,タイ ･イスラム社会の住民

の社会心理を顕著に特徴づけるものとして,thaanaの意識の存在が気付かれる｡ この thaana

は,内面的な宗教倫理とは無縁の概念であって,現世的な社会関係の階梯的秩序を前提とする

いわゆる ｢格｣の概念に類似 している｡ ただし,より具体的な地位や身分を予定することが多

い｡いずれにせよ,thaanaは, 高 (suung)･低 (tan)という形容のまつわる相対的概念で

あ り, 尊敬 (khwaam-napthdd)あるいは資格 (khwaam-somkhuan) などの社会的価値 と

直接結びつ く社会的概念である｡ 南タイではムス リムのムス リムとしての人格的完成は,ふつ

うこの thaanaの論理で説明づけられる｡ -ジーの称号を得ることによって,いちお う最高の

thaanaを獲得し,それ相応の尊敬と資格とを得ることができると考えられるのである｡

逆に, メッカ巡礼を蹟蹄する動機としては,経済的考慮はい うまでもないとして,そのほか

に,知識,学識が欠けているとい う自己判定,および,遠国-の旅行に伴われがちな不便や危

険あるいは死の可能性を怖れる心理がある｡ 特に,50-60年以前にこの村か らメッカに赴いた

ものが一度ならず旅行中途に死んだ事実を記憶に留める高齢者には,死を恐怖する心理が消え

てはいない｡

表 2を検討すると,まず巡礼に赴 く年齢が30才台にもっとも多 く集中していることが目につ

く｡ 原則として,メッカ巡礼は,割礼を終えた後はどの年齢でも行なうことが許されている｡

しかし,後に述べるように,巡礼を行ないうる資格として,社会通念上,ある水準の学識を備

えることが重視されるために, 10台, 20台は早期に 過ぎると考えられる場合が多いわけであ

る｡ と同時に,長旅に耐えうる健康のことを配慮すると,50才以上の高齢者はむしろ蹟躍する

傾向が否めない｡イマムその他の村の宗教組織上の役職につ くのは40台が多いことも一つの要

因であるだろう｡ しか し,むろん, この年齢の問題は,そもそも相対的な制約を受けるもので

しかな く,イスラムを学んで有能なる若者は20台にも赴きうるし,旅行条件の改善と共に,高

齢者の旅行頻度も高まりうるのである｡

19人の-ジ-のうち, 2親等内の 血縁者にノ､ジ-がいるものは10人, またひろく親類縁者

(yaatphiin〇〇ng)に-ジ-がいるものは,16人を数える｡ つまり,親類縁者に-ジ-を有 し

ないものは3人でしかない｡この事実が何を意味するかほ,細かい分析検討を加えねばならな

いことには結論を下 しかねるが,いずれにせよ,メッカ巡礼を重視する気風が,ある水準の経
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済的条件と並んで,特定の緩筋にそ一)て継承されているとおぼしき事実は興味深い｡

ところで,いうまでもなく,メッカ巡礼旅行は,多大な財政的負担を必要とする｡ 従 って,

他のどの要件よりも,世帯の経済力がメッカ巡礼の成否の基本的要件になると考えられる｡ と

ころが,表 2の土地保有の項 目を検討すると,興味深いことに必ず しもすべての-ジーの土地

保有が ドーン･キレクの平均保有量2)を超えているとは限 らないことがわかる｡ 後に述べるよ

うに,巡礼前後に土地の売却が行なわれた事実が 1例しかないことから判断して,土地保有量

が巡礼後に著 しく減少 したとは考えられな い｡)ただ例8だけが,ある程度高齢者であ り,子供

に生前分割を行なった Ir摘巨性があ,ちとも考えられたが, 調べてみても, そのL_t')な事実はな

い｡

こうしてみると,土地保有もまた,かならず Lも決定的な要件をなすとは限らないことがわ

かる｡あるいは単なる土地保有量に留まらない,土地の生産性や労働力,技術水準などを令が)

た総合的な世帯の経済力を考える必要があろ･t)が,いずれにしても,以下に指摘するよ')に,

経済的要件がすべてではないのである｡つまり,財政的裏付けはなくてほならないが,任例的

な富の水準はかならず Lも必要ではない｡

村民の抱 く社会通念によると,メッカ巡礼を行なう者は, 富以外に学識 (khwaam-ruu)め

るいは人格 (khwaam-penkhondii) という条件を備えねばならない｡ メッカ巡礼を行なわ

なかった老人に,｢なぜ巡礼をしないのか｣ときくと,たいてい ｢知識がないか ら (phr〇waa

maimiikhwaam-ruu)｣とか ｢教育がないか ら (phr〇waamairuunansdd)｣ と答える｡

それというのも,メッカ巡礼の巌式的 ･手続き的局面をみるとす ぐわかるように,一種の互助

(chuaildakan)の制度に基づいて旅立ちの準備が行なわれるからであ り, その意味で, 村民

の間での信望は不可欠の要件となるのである｡ また,望ましくは,本人が豊かであるだけでな

く,親類縁者の多くが裕福であ り, しかもそ′ft/らとの日常的な交際が保たれていないといけな

いO いずれにせよ,ムス リムとしての学識がある水準に達することが村民の信望を')むわけだ

浴, そこで, メッカ巡礼以前に, ボノ留学を経験している-ジーの比率は 通常ひじょうに高

い｡表 2の19人lil, 4人を除いてことごとくポノ留学を経験 してお り, しかも,遠隔地の都市

部で長期に及んでイスラムを学習 したものが目立っている (たとえば例 7はアロールスターで

11年,例13はチャナで8年など｡これ/らは ドーン･キレク村民の留学例とLては異例に長い)｡

ここで, メッカ旅行の儀式的 ･手続 き的局面を検討 しておこう｡

メッカ巡礼を決断するのは,あ くまでも巡礼を行なう主体である｡ もし本人が世帯の戸主で

ある場合,家族の同意を求める必要はないが,戸主でない場合には,戸主 (すなわち父親もし

くは夫)の同意が不可欠である｡ しか し通常は,巡礼を決める前に誰しも身近な親戚 (それ も

男性)と相談する｡ イマムや-ジーの事前の同意や許可は必要とは考えられない｡ただし,令

2) ド一一ソ･キレクの平均土地保有量は,平均区画数6.5箇所,平均保有面積12.8ライである｡
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曜日の礼拝集会 (pracum)に村民が一堂に集 う機会に, イ-ムから ｢○○がメッカ巡礼を行

なうので,献金に協力してほしい｣と通達してもらう便宜を求めるならば,イマムに事前に意

思を伝達 しておく必要がある｡ 巡礼を決断するのは旅立ちの1年前というケースがもっとも多

い (19例中10年前が1人,5年前が2人, 2年前が1人で,残 りはすべて約 1年前に最終的決

定を下している)｡

通常, 巡礼経費総額のおよそ 半分 (経費総額は 現在の 相場では, 夫婦 一組で 行 くとして

20,000バ-ツ,単身の場合は10,000バ-ツ｡ その半額だから, 10,000あるいは5,000バ-ツと

なる｡)が負担できる見極めがついた時に, メッカ巡礼を行なう決意がなされる｡ そしてそれ

から旅立ちまでのおよそ1年間は,残a半額 (約 10,000ないし5,000バーツ)の資金調達にあ

てられる｡

この期間中に行なわれる資金調達の方便としては,次の5通 りが行なわれ うる｡

(1) 募金 (kaan-kh〇〇bia-boricaak)

表紙に自らの巡礼の意向を記した封筒 (baaiwatcanakh〇〇ngr〇〇suulutlo)(写真 1)を,

遠近を問わず各地のイスラム村落に配 り,

それにいくぱ くかの現金を入れてもらっ

て回収 して,代償なしの献金(thambun)

を求めるもの｡ 本人および家族による

戸別訪問 という形をとる場合もある｡

表紙に印刷される書式には一定のパター

ンがあ り,そして本人の写真が掲げられ

ることが多い｡この方法は,印刷 ･配布

に手間がかかる上に,確実に資金を集め

るや り方としては不適当でもあるため,

ドーン･キレク住民はこれをあまり行な

写真1 メッカ巡礼のための募金封筒 (baai
watcanakh〇〇ngr〇〇suulutlo)実物
9cmx14.5cm

わない｡

(2) 物品配布 (kaan-ceeksapsinlekn〇〇i)

アルマイ ト皿とかスカーフなど安価なもの (1バーツ程度のもの)を村の内外のムスリム世

帯に (時には仏教徒の世界にも) くまなく配布し,価格の3-5倍程度の献金 (than bun)を

得る方法｡しかし,もっとも頻繁に行なわれるのは,牛肉の配布である｡ 牛を1-2頭殺して,

その肉を少量ずつ各世帯に配布し (写真 2),市場での相当価格相場の2-3倍程度の献金を得

る｡ 牛肉の配布は,募金目標額が満たされるまで一度ならず繰 り返され うる｡ 重要なことは,

いずれの場合にせよ,親類縁者は, 献金額が 通常村民よりはるかに多 くて, 1戸につき100-

300バーツを献金しなくてほならない点である｡
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(3) 招宴 (kaan-kinliang)

結婚式の祝宴と同一の様式にて,ふつ う出

発のtlが近づいてか ら行なわれるもの｡ 招宴

の前日に午を殺 し,当 日に備える｡ メソカに

行 く本人が数 口前か ら村の内外のムス リムの

家いえを訪れて,招宴のことを伝えて歩 く｡

県内他地域にて,印刷物 (12cmx8cmのカー

ド)を事前に配布す ることも行なわれ うるが,

ド-ソ･キレクではその例をみないO当日,

訪jtた客に型通 りの食事を提供 して, 1人 2

- 3バーツ以上の献金を受ける｡ 招宴は,原

写真2 村民に分配するため,牛肉を約 400g
ずつにわけている情景｡肉はった類を
通してぶらさげられるように固まりの
ままである｡

用として 1度だけ行なわれる｡

(4) 借金 (kaan-kh〇〇djndm ngan)

文字通 りの借金であるが,土地を抵当に (d〇〇icamnam thiidin)単一の人間か ら多額の金を

借 りる場合と,複数の人間(主として親戚)か ら無担保で少'茶lTiのかねを借 りる場合とがあ りうる ｡

(5) 土地売却 (kaan-khaaithiidin)

ドーン･キ レクの住民は, メッカ巡礼のためにあえて土地を売却することを好まず,その実

例を見ない｡

表3は,表 2に掲げた19人について,不完全なものなJ}/1ら,巡礼経費総額とその調達方法と

のノr討､iよそを調べた ものである｡ 例18と例19の夫妻は,筆者o)調査期間中に巡礼の準備期伸 二
入･'たため,詳細 二調査すfJことができ,その期間に行なわれた準備の態様はおよそ次J)通 り

であった｡

4月上旬 牛が 1頭殺され,その肉が約50世帯の組戚に配られ, 1戸 1OOバ-ツ平均の軌金

が行なわれる｡

4月中旬 1個1バ-ツのmが村の内外 (仏教徒 も含む)に配られ,そ.書目こたいして最低5

バーツの献金が行なわれる｡

t5月下旬 午が 1頭殺され,その肉が少量ずつ村中に配 られ, 1戸 3-1Oバ-ツの献金が返

される｡

11月 船会社に旅費が支払われる｡3)

翌年 2月上旬 牛を 1頭殺 Lて招宴が行なわれる｡

3)旅行手続きは,いっさい専門旅行会社の代理店 (南タイではThaiPilgrim Co.Ltd.などの支店が近く
の-ジャイにあり,繁盛している)が代行して行ない,4カ月に及ぶ道中の世話も代理店の者が行なう｡
代理店の者が村まで来て,旅費の取立て (出発3カ月前)や事務連絡を行なう｡
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表3 巡礼費用調達のデータ (表2参照)

総 経 費
(ノミ～ ツ) 土地売 却 】牛殺し l 物 品 配 布

注)表中の+,-ほそれぞれ該当の有無を示す｡

同 2月下旬 家出の儀式 (後述)を行な う｡

同 2月 末 メッカに向け出発｡

献金は要求された ら拒否できないが,金額は献金す る者の判断に委ね られ る｡ 結局, この間

に,村の各世帯および村外派生村の多 くの世帯か ら最高 300バーツ最低 3バーツの献金がなさ

れ, 純益総額8,000バーツが調達された｡ 自己準備金が10,000バーツち ょうどであったため,

あと2,000バーツが不足す ると判断されて,数人の親戚か ら無担保で計2,000バーツの借金がな

された｡(表 4参照)

その他,準備期間中には,早期に同行者が村の内外で求め られるが,男性の場合,知人の同

行な しで行 くことももちろんあ りうる｡ 女性の巡礼は既婚女性に限 られている｡ 夫 と同行す る

表4 巡 礼 経 費 の 収 支 概 算

資 金 源 l 支 出 項 目

自 己 資 金 10,000

土 地 売 却 0

無担保借入 2,000

献 金 8,000

計 20,000
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旅行会社支払い (旅 費) ll,000

// (メッカでの雑費) 3,000

携 帯 金 (外 貨 換 金 分) 3,000

出 発 準 備 (表 5 参 照) 3,000
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表5 メッカ旅行に携帯される物品リスト(夫妻の例)

Ⅰ 食 料 品

米

Ⅶ 衣 類

50g 1)夫用

乾肉 2kg phaathung 4着

乾魚 8/ミーツ相当分 上衣 5着

乾麺 0.5kg phaahom 3枚

塩 1g ズボ ン 1着

砂糖 4kg 靴 2足

kapi lkg 2)要用

som makhaam lkg phaathung 6着

Ⅶ 日常用品

素焼水鉢 2桐

平鍋 1桐
湯おかし 1個

水 くみ容器 2個

水筒 1個
皿 6杖

pintoo 2個

油入れ 1桐

1uuksom 50粒 phaahom 4枚 さじ 2本

1uukdjii 3kg 上衣 4着 包丁 1本

菓子(2種) 若干量 乳あて 2着 懐中電燈 1桐
靴 1足 薬品(3種) 若干量

手持ちバッグ 1個 書籍(コ-ラン等)数冊

のがふつ うであ り,ごく稀に,他の男性と同行 した例をみる｡(例10)
例18･19の夫妻が巡礼のために準備 し,旅行に携帯 ･持参した物品目を表 5に掲げる｡

巡礼に出発するに際しては,家出の鏡式 (phithiilongbaan)を行なわねばならない｡出発

日の当El行な うこともできるが通常2-7n前に行な う｡ 儀式を行なうべ き｢二1時は,精霊祈磁師

(m〇〇phii)が定めるが,土曜 日は敬遠され

る｡ 本人および荷物が,イマムあるいは長老

の-ジーとの会食,コーラ ンの 導 唱 (nan

aankurall)および礼拝 (写真 3)のあと,

家か ら送 り出される｡ いったん儀式が完了す

ると自宅に足を踏み､入れることはメッカより

帰村す るまではもはや禁忌とされ,出発まで

は近所の家で寝泊 りをし,食事は自宅の床下

かあるいは泊っている家に運ばせて採 らねば 写真3 メッカ巡礼に赴く若い男を囲んで,コー
ラン導唱が行なわれている情景｡

ならない ｡

メッカ巡礼の見送 り (kaan-songyaatpalmekka)は, 慣習化 している｡ 親 きょうだいや

親戚の旅立ちを,時間的 ･財政的余裕のあるものが船の出る港まで見送ることは,義務づけら

れてはいないが,望ましいと考えられている｡ 事実,ペナンやナラーテ ィワー トまで親戚の者

を見送 りに行った 経験をもつ村民は少なくない｡ しか し, 見送 りは, 男性にのみ限 られてい

て,女性の巡礼の場合でも,女性が遠隔地まで見送 りに赴 くことはない｡

2 ポ ノ 留 学

l∴:/･キレク住民Ul,村外留学の機会を考察 してみると,初等教育 prathom 4年制よりう
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えの上級学校 (mathayom 7年以上) で学ぶ者はひとりもいなくて, 従って都市の普通学校

-の通学 ･留学を問題にすることはできない｡ ドーン･キ レク村民の村外留学は,宗教的動機

に基づ くポノ (poれo)すなわち私設イスラム学習塾-の留学に限られる｡4)

ポノは,法律的には,イスラム教徒であれば,郡の教育課に登録することを条件に,だれで

も開設することを許されている｡ しかし,ポノの開設を行なうものは,宗教上の学識 ･識見が

豊かと考えられ,周辺ムス リム住民のあいだで信望の厚い (naanapth心血)人物でなければな

らない｡もし,信望のないものがか りに開設を決意したとしても,開設までもって行 くことも,

塾生 (nakrianpoれo)を集めることも望めない｡ ポノの教師 (to-khruu)の社会的な thaana

と威信は,ふつ う,イマム一般より高 く,従って,社会的定評において,イマムの水準を越え

ることが評価の一つのメドとなる｡ いずれにせよ,ポノの開設は,その意味で大きな冒険を伴

うのである｡

ポノの開設は,通常, 1人ないし複数 (南タイでは多 くて3人)の-ジーの主体的決断に基

づいてなされる｡ 自らの土地に塾の建物を建築する場合は少なく,多 くの場合,富裕な土地保

有者から無償 ･無期限借地の便宜を受けて建築が行なわれる｡ 建築には,地元民か ら資材 ･労

働力の無償提供を求めることができるが,地元民は, これを拒むこともできる｡ ポノで学びた

いものは,塾舎の周辺の空地に自ら小屋を建て,そこを宿舎としなければならない｡(写真4)

古いポノの場合は,先住者の残 した空小屋を利用することができる｡ 1戸に2人の塾生が住む

しきた りである｡ ポノは,こうして,教室,教師の自宅,塾生の宿舎,の少なくとも三つの要

素よりなり,この三つが一つの区画にまとまって存在する｡

ポノは,すべてのムス リム村落に一つずつあるのが理想とされているが,現在 ソソクラー県

(ムス リム村落総数は169)には,約60のポノ

しかない｡県外とく,にパターニ-,ヤラ-の

両県のポノは威信が高 く, ソソクラー県より

もむ しろ遠隔地で学ぶことが望ましいとする

風潮も強 く,その意味では,む しろ60は妥当

な数かもしれない｡

ポノの存在は,南タイのムス リム社会では,

不可欠である｡ それには,実際的な理由があ

る｡ 第 1に,公立学校のカリキュラムが,イ
写真4 ポノ塾生たちの宿舎 (ソソクラー県チ

ャナ郡にて撮影)0

4) ｢ポノ｣は,マレイ語の pondokの誹ったものだが,タイの関係官庁の用いる正式公用語である｡ cf.
ttRatchaniiH:ttPono''inWithayaasaan,piithii17,Chabapthii31(B.E.2509.8.15),pp.20-21.
いわゆる南タイムスリム4県 (パターニ-,ヤラ-,ナラーティワ-ト,サトゥ～ソ)にも多くのポノ

があるが,学習内容その他についてタイ官憲から厳重な規制を受けている｡ソソクラー県の場合,その
点異なった扱いを受けている｡
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スラム教育をま/'たく無視 していることである｡ そこで,南タイのムスリムにとって,公立学

校では義務教育年限だけ学び,なるべ く早期にイスラム教育を受け うるポノに子弟を送ること

が必要となる｡ 事実, ドーン･キレク初等学校 (学習年限4年)は,教師はすべて仏教徒,坐

徒は仏教徒とムス リムと半々で構成され,仏教色に満ちた教材が用いられている｡ そ こでの教

育はいうまでもなく仏教徒中心に傾 きがちであるC,

第 2に,ポノでの学習以外に,正統的なイスラム教育を受ける機会に乏しい｡従 って,ムス

リムとしての高い社会的 thaanaに達するためには,ポノに留学すべきだとする古来の社会通

念がある｡ ポノの塾生あるいはポノで学んだことのあるものは,半球型の自帽をかぶ り,その

経験を誇示するOメッカ巡礼に赴 く暗黙の資格を身につけるために,その前段階としてポノに

留学するものは少なくないO

いずれにせよポノの存在は南タイのイスラム社会にと-)て不可欠の制度となっている｡ ポノ

での学習のしくみをみると,ポノの開設者がそのまま教師となって,正式の祈蒔方法の教授,

コーラソあるいはイスラム法の講義,およびアラビア語,マレイ語の読み書きを教える語学教

育がなされる｡ 時間割は, 3時間制 (たとえば,ある例では5:30A.M.-7:00A.M.,8:30

A.M.-12:00A.M.,2:00P.M.- 4:30P.M.)の場合と2時間制 (たとえば 7:00A.M.

-12:00A.Mリ 3:00P.M.--6:00P,M.)の場合とがある｡ 試験はいっさいなく,学習の変

化のない繰 り返しが行なわれる｡ 塾生は,先に述べた通 り,粗末な小屋に2人1組で住まい,

自炊を術なう (米は自宅より運び,魚 ･野菜等は近 くの定期市で買 う)｡ポノ留学中は,禁煙,

禁酒などのほか,女性との会話 ･接触,映画見物,賭事など/Jfi厳重に禁じらjtる｡ 塾によっては,

散髪を禁ずるところもある｡ 禁止事項を犯した場合は,爾後留学を禁じられ,帰村を命ぜられる｡

教師-の謝礼としては,原則として,年に一度,米を提供する｡ 筆者があるポノで観察 した

例では, 塾生の親たちが, 皆で持ち寄 った米を 大きなかごに積み, 近所を練 り歩いたあと,

教師の自宅の納屋に運び込んだ｡(写真5)

その日の日付は3月30口で,この年のザカー

ト･フイトロ納付日後,ひと月と28日目にあ

たり,ザカー ト5)と虐按関係あ>:Jとは判断で

きなか-'た｡地元民は,その日を ｢教師にブ

ンを施す11(wantham bunto-khruu)｣と

称していた｡むろん,ポノの教師のほ うで,

ザカ- トが各村で納められる日もしくはその

直後に,塾生の出身村その他をまわ り歩いて,

写真5 美しく飾られたかごがポノの入口から

運び込まれる光景 (ソソクラー市郡ク
ロソルク村のポノにて撮影)0

5)南タイのムスリムは,この種のザカートをフイトロ(fitro)と略称し,その対象としての教師を khon
sonsa(ltSanaa,塾生を khonpakeとして,範暗化している｡
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ザカー トを受ける資格をもつ｡通常, 1戸から2-3リアン6)の喜捨を受ける｡ 同時に,ポノに

学ぶ塾生たちもまた,ザカー トを受ける資格をもつ ｡ 教師-の謝礼は,このように基本的には

米で支払われるが,それに加えて金納の行なわれるケ-スが, しだいにふつ うになってきてい

る｡ ソソクラー県でも,月に5-20バーツの支払いを要求するポノは増えているときく｡

ポノの一般論的扱いはこのくらいにして, ドーン･キ レク住民のポノ留学にみ られる傾向を

みてみよう｡

かつて,この ドーン･キ レクにも,ポノが開設されたことがあった｡表 2(p.141)に例 7と

して掲げられている男は,アロールスターのポノに11年留学 したあと,24才でメッカ巡礼を行

なったが,34才の時に村の一隅に土地を無償で借 り,ポノを開いた｡その後 4-5年続いたが,

男がポノの敷地内の土砂を地主に無断で売却 したので,地主が怒って土地の明け渡 しを要求 し

たため,ある日突然ポノは閉鎖されることになった｡その後,ポノは再開されないまま,今 日

に至っている｡

この男は, 現在,村の第 4緊藩の小祈藤堂 (balai) を利用して, 初等学校在学中および卒

業済の子供たちに,宗教教育を施 し, 1人当 り月に5バーツの謝礼を得ているが, これは厳密

な意味でポノと呼ぶことはできない｡従って, ドーン･キレク村民は,村の外にポノを求めね

ばならなくなっている｡

一般に,ポノの評価は,教師の学識についての定評できまり,そ してこの評価は口伝えで各

地に伝播する｡ 村民は, 各地のポノの定評に くわ しく, 良し悪 しの序列をつけるのが常であ

る｡ その場合,興味深いことに,バク-ニ-市に所在するポノが最良の評価を受け,次いで県

内チャナ郡に所在する2-3のポノが高い序列に据えられる｡ ドーン･キ レクから派生 した近 く

の村外ムス リム栗落にもポノがあるが,評価は必ず しも高 くない.

しか し, このように遠隔地噂好ともい うべき評価の傾向と,実際に村民が留学地として選ぶ

場所とは必 ず しも合致せず, すべてのものがパターニー県やチャナ郡に 留学するわけではな

い｡逆に評価の低いポノがつとめて敬遠される傾向があるわけでもない｡ふつ う,ポノの選択

には,親の側での経済的考慮その他の実際的な要因が働き,必ず しも一,二のポノに集中する

傾向がみ られるわけではない｡

表 6は, ドーン･キ レク5宋蕗の うち,第 1,第 4,第5の3宋藩の世帯主計201名 (内調

査不能 5名)に面接 した結果を 表示 したものであって, 年齢層別に 留学先を 調べたものであ

る｡ 若い世代の世帯主ほど高い比率でポノ留学の経験を有している事実が読みとれる｡ それと

共に,やは りチャナ郡-の留学が圧倒的に多い事実もわかる｡ 表中の70才以上に留学経験者浴

いないが, これは戸主を調べたものであって,村の70才以上の老人がすべてポノを知らないわ

6)リアソ (rian)は,南タイで米の収量を測るために用いられる単位であり,直接にはひとくくりの稲穂
を意味するが,通常約1kgに換算されている｡
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けではない｡それでも,別個に70才以上の老人を面接 してこの点を調べてみても,ごく例外的

にのみポノ留学経験者と出会 うのは事実である｡

なお, 表中のポノ留学経験者90人中, 場所を 変えて2箇所以上で 学んだ者は 3人でしかな

く,その内1人が3箇所で学び,残る2人が 2箇所で学んでいる｡ ポノでの学習を続けた年数

(端数の月数は四捨五入している) を同じ90人について調べた 結果が 表7である｡ 留学期間

は, 3年間が20例でもっとも多く,続いて17例の2年間,15例の1年間となっている｡ 最短期

間はわずか15日間,最長期間は11年である｡

次に,世帯主の世代を離れて,筆者が調査のため現地滞在当時に, ドーン･キレクから村外

のポノに留学中であったものの数を調べてみた結果,総数42名とい う数字を得た｡その42名に

ついていくつかの共通の特徴を求めてみたところ,以下のような諸傾向が顕著に読みとれた｡

第 1に,留学中のものを性別でわけると,男子39名,女子 3名で,男性が圧倒的に優勢な数

字を示した｡

第2に, 年齢幅をみると, おおむね15才～20才の幅におさまる (内訳は15才 7名, 16才12
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名,17才4名,18才7名,19才3名,20才3名とわかれる)｡ これ以外は13才,14才,21才,

30才がそれぞれ 1人ずつ,および特異な事例として75才と73才の夫婦一組がいる｡ この高齢の

夫婦は,いっさいの家産を次世代に相続させおえたあと,家を出て,あるポノで居住をはじめ

たケースである｡ いずれにせよ,圧倒的多数が,結婚適齢期に至らない年齢層にあることがわ

かる｡(30才の男が 1例得られるが,この男は7年継続して留学を続けていて, まだ未婚であ

る｡)7)

第 3に,きょうだい間順位を調べると,長子が圧倒的に多いことがわかる｡ 老夫妻一組を除

いた残 り40名についてこの点をみると,きょうだい間順位 1位が29名 (うちひとり子は 1例で

しかない), そ うでないもの11名 (うち末子 4名)という結果をえた｡ 末子 4名はいずれも2

人きょうだいの末子で,すべて姉が既婚で両親とともに家に留まっているとい う家族構成をな

している｡

第4に,この40名のすべてが違った家族から出たものである｡ つまり,ポノ留学-は, どん

なにきょうだい数が多 くとも, 1戸か ら1人だけしか送 られないとい う限界性が顕著にみ られ

る｡

第5に,留学継続年数をみると,全42例中,最高7年で,5年が6名,4年も同じく6名を

数える｡ 留学先は,いずれも県内に限 られ,チャナ郡13名,-ジャイ郡12名,サダオ郡5名,

残 りの12名はいずれもドーン･キレクの所在するソンクラ-市郡 (amph∂amdang)内のポ

ノに留学している｡ 留学先は, 特定のポノに集中する傾向が強 く, チャナ, -ジャイ両郡で

は,特定の一つの塾にこの村か ら10名前後が学んでいる例をみる｡

以上のような諸傾向に簡単に分析を 加えるならば, 上に指摘 した 諸点のうち 第3点と第4

点,すなわち一世帯単数留学および長子優勢の傾向が重要であって,ポノ留学が,家族内労働

力と密接に関連 していることがわかる｡ いわば,ポノ留学を許されるのは,世帯の経済活動を

長期にわたって助けないでもすむ立場の子供でなければならない｡

最後に,ポノ留学生が留学を中止する理由を簡単にみてお くと,もっとも多 くあげられる理

由は,飽きを感 じて学習を続ける意欲を失ったから (ruusdkb屯amaiyaakrianiik), とい

うことであ り,次には,家族の仕事を助けねはならなくなったから,とい う理由,さらには,

結婚のため,という理由があげられる｡ 留学中止の理由は,だいたい以上三つの事柄に尽きる｡

B 経済的動機に基づく場合

経済的動機に基づいて行なわれる村外活動の類型としては,南タイ一般で問題にすべきは,

7)塾生の留学年齢が低いことは,当然に父(母)親の年齢もある程度低い事実を暗示する｡事実,ポノ塾生
をもつ世帯の戸主の年齢は,以下のように,35才～49才の幅におおむねおさまっている｡

年齢
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矢野 :南タイ農村民の村外居住体験について

(1)都市部への通勤 (2)日帰 りできないほどの遠隔地に所在する物品売買市場 (talaatnat) へ

の参加 (3)遠隔地での無断耕作 (capc〇〇ng)を求めての長期離村 (4)出稼ぎ (tham ngaan

n〇〇kbaan)の四つがある｡ このうち, ド-ソ･キレクでは,(1)都市部-の通勤と(2)遠隔地で

の市場参加,の2粁型はまだ(7,Lら31ない｡

1 無 断 耕 作

無断耕作とは,遊休の無主の土地に立ち入って開墾を行ない,土地獲得を図りうるタイ社会

固有の慣行をいう｡ ドーン･キレクの現存世帯のうち,20世帯ほどが無断耕作の経験を有して

いる｡ 無断耕作を行なうためには,遠隔他郡ないし他県に長期に赴いて ｢出作 り(tham nan)｣

を行なわねばならない｡しかし,無断耕作については,別の機会に詳説した (拙稿 ｢南タイの

土地所有｣参照)のでここではそれを改めて検討することは避けて,とりあえず残る一つの雛

型,出稼ぎだけに議論をしぼってみたい｡出稼ぎとは,いうまでもなく,遠隔地に赴いて,長

珊瑚こわたって労働力 ･技術を提供し,相当の報酬を得る被傭用の体験を指す｡

2 出 稼 ぎ

ド-ソ･キレクの5釆落のうち,第1,第4,第5の3糞落計201世帯の世帯主 (調査不能

3名)に,出稼ぎ経験の有無を問うた結果を表示してみよう｡ 表 8は,現在の年齢層別 ･経験

職種別にわけたものであり,表 9は,出稼ぎを行なった当時の年齢による分類である｡ 出稼ぎ

経験者は,198名車40名を数える (比率20.2%)｡

これ らの表から, ドーン･キレク村民によって行なわれる出稼ぎのおおよその特徴が うかが

われる｡

第1に,表9が示すように,出稼ぎが比較的に低い年齢のときに行なわれることが注目され

うる｡しかも,25才以下での経験が過半を占める｡ これは,出稼ぎが一時的に多領の現金を必

表8 出稼ぎ経験者の年齢層別 ･職種別分布

三船 讐 障 ッビング凍 刈り極 開墾 tその他 ; 計生挺 同一年齢層総数

8

21

19

41

23

34

12

空

1



要とする場合に行なわれること,

とくに,婚姻年齢に達 した男が桁

資金 (biakhanmaak)の獲得を

目的に出稼ぎを行な うことを暗示

する｡ ちなみに,出稼ぎ経験者40

名について,婚姻年齢と出稼ぎ経

験年齢の対応を調べると,結婚前

の出稼ぎ23名 (内訳結婚前 5年以

内8名, 3年以内6名, 1年以内

兼南アジア研究 8巻 2号

表9 出稼ぎ時年齢別分布

読:二二讐l恒ッビング目測 ｡E森開墾 亘 の他
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1

9名), 結婚後の出稼ぎ12名, 時

期不詳および出稼ぎ反復 5名,とい う結果を得た｡

第2に,性別からい うならば,女性の出稼ぎの例は皆無である｡

第 3に, 表では読みとれないが, 出稼ぎ経験に, 同一人における反復性の欠如が 顕著であ

る｡ つまり,出稼ぎを定職とするものはおらず,また複数回出稼ぎを経験したものは,40名車

3-4名 (しかも主して特殊な職種に限 られる)でしかない｡非反復性が顕著に生ずる原因とし

ては,あくまでも仮説でしかないが,やは り,婚姻もしくはポノ留学の資金獲得とい う独身期

における一回生起的な特定 目的と出稼ぎが不可分に結びついていること,が考えられよう｡ 婚

姻後の出稼ぎにしても,家屋改麺,土地購買,メッカ巡礼とい う, どちらかといえば一回生起

的な特定目標との関連において生ずると考えられる｡ いずれにせよ, このような反復性の欠如

は, ドーン･キ L,ク村民にとって,出稼ぎ自体がまだ必ず しも積極的な意味をもっていない事

実を示すものと考えられる｡

第4に,表 8をみると, ド-ソ･キ レクにおいて,出稼 ぎがまった く新しい社会現象である

とはいえないまでも,比較的近年においてその頻度が高まってきている事実が読みとれる051

歳以上の経験者が 5人いるが,その内の最年長者は70才で,かれは,約50年前,タイとマレイ

との間をつなぐ鉄道が敷設された時に,パダソべサー付近で敷設工事の人夫として働いた経験

をもつ ｡ ドーン･キレクに現存する者の記憶に残る例として,これが出稼ぎのもっとも古い記

録である｡8)

第 5に,表 8,表 9が示す ように,職種の単調さが顕著であ り, しかも近年出稼ぎの頻度が

高まっているものの,職種の面での変化 ･多様化はほとんど生じていない事実が注 目される｡

この点については,後で改めて詳 しく触れてみることにしよう｡

8)もっとも,村の70才以上の古老から無作為に14人を選んで面接したところ,14人のうちだれ1人として
出稼ぎの経験を有していないことがわかった｡51歳以上の出稼ぎ経験者5人の内,あと2人は,第2次
大戦中ソソクラ-市郊外に日本軍が飛行場を建設した時に強制労働を命じられた例であって,こうして
みると,やはり,かつては,ごく特殊なケースとして出稼ぎ現象が生じたものと判断されうる｡
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ところで,出稼ぎを行な う動機は,すでに暗示したように,一時的に多頂の現金収入をね ら

う経済的動機である｡ もっとも,40名の出稼ぎ経験者にその動機をきいてみると,圧倒的に多

かった答えは ｢かねが欲 しかったか ら｣とい うことであったが,それ以外に,40名車10名が,

｢遊びに出たかったから (phroyaakpaithiao)Jとい う答えをなした｡ しかし,これも,実

は主たる目的は現金収入であって,付随的動機として =paithiao(遊び)"あるいは `̀tll〇〇ng

thiao(見物)"が意図されたものと解釈すべきであろうo

独身時代の出稼ぎが多い以上,出稼ぎと土地保有その他家計面での統計との相関性を求める

ことは必ず しも妥当ではないし, また求めることが技術的に難 しくもある｡ しかし 一,一

注目すべき特徴を指摘するならば,ち-つとも注目に値することは,出稼ぎ経験者を含む家計40

世帯の うち,調査時段階で小作な いし無断耕作を行なっているものが23戸を数える事実である

(小作のみ15戸,無断耕作のみ 5戸,小作 ･無断耕作を兼ねるもの3戸)｡9) この事実は,出稼

ぎを強いる現実的事由として,やは り出稼ぎを行な うものの属する世帯における,現金収入に

つながる種類の土地保有の過少性J月司題にな りうることを暗示 しLT-Lうc Lか し,土地畑続にも

っとも重要な意味をもつきょうだい閏順位を調べてみても,眉定順位との高い相関性に得られ
ない (全40名車長子は10名,比較的高い順位にあるもの6名,これにたいして末子が12名を数

える)｡ただ,きょうだい総数が 4人以上 (ドーン･キ レク平均は 3人)のものは,27名 を数え

る｡出稼ぎが,比較的長期間,家族内労働力を削ぐ性質のものである以上, この数字はいたっ

て穏当なものであろ うO ひとり子の例を40名中3例みるが,その3人とも結婚後に出稼ぎを行

なっていることは,家族内労働力の余裕がある程度の意味をもつことを裏書きしで)､よう｡

これ らの分析から,いちお うは, ,二の要因が出稼ぎ現象と開運するものとして浮かびあ

がってくる｡ すなわち,現金収入目的で利用 ･処分できる動産 ･不動産の絶対量の少なさ,そ

れと家族内労働力の余裕,などである｡ しか し, ド-ン･キ レクの現状か らは,まだこれ らを

確実に検証することはできず,まだ仮説的憶測の域にとどまる｡

出稼 ぎについて,動機 と並んでだいじな問題は,出稼ぎを可能にする外部的条件,すなわち

機会源である｡ しか し,機会源は, ドーン･キ レク村民の体得している技術の態様に応 じて相

対的L,こ定まる事柄である以上,ここで,村民の出稼ぎにみ られ る職種上の特徴をみてみな くて

はならない｡

職種の単調さについては先に指摘 したが,(1)ゴムのタッピング(tatyaang),(2)稲刈 り(kiao

khaao),(3)森林開墾 (thaangpaa),(4)その他,とおおよそ 4種類にわけて考えることができ

るO ｢ゴムのタッピング｣とは, ゴムの木に切 り込みをつけてゴム液を採集する作業をい うO

これは,雨期を避け,早朝に行なh,巨ねばならない｡ ｢稲刈 り｣に関して注意すべきは, ド～

9)ちなみに,当面問題にしている総侶 H数LZOl戸のうち,小作iffi=家憲数は41戸である｡もっとも,小作と

いっても,すべて自小作あるいは自小作貸出農家であるO拙稿｢甫タイの土地所有｣p.21参照｡
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写真7 父親が作ったおもちゃの道具で田の耕
し方を学ぶ幼い子供たち｡この年頃か
ら,各種技術の習得が始まる｡

ソ･キレク地方では,中部タイの稲刈 りと違い,棉

穂のみを特殊な用具でつんでこれを行な う(写真 6)｡

写真6 ドーン･キレク村民の行な ｢森林開墾｣は,無主 ･未開墾の密林を,なんらか
う稲刈りのやり方｡

の手段でそれを獲得所有するに至ったものの依頼に

応 じて,開墾を行ない,耕作可能な土地に変える作業を指す｡

村民のライフサイクルの上で,これらの技術は,子供が10才に達 した頃から,まず田植(dam

naa)のや り方を手始めに,逐次親が子供に教え込み,14,5才に達する頃には, おおよその技

術を習得しているのがふつ うである(写真7)｡現在のところ,村民の有する技術の態様には,

古来のやり方となんら変わったところはないとい う｡

以上三つの職種以外の ｢その他｣としては,表 8に示されているように8例を数えるが,そ

の内訳は,鉄道工夫 2例, ソソクラー飛行場建設工事人夫 2例,道路工夫 1例,セメント作業

(kaan-thamsiiment)1例, 自動車運転2例となる｡ この内,鉄道工夫は,先に述べたよう

に, ド-ソ･キレクの出稼ぎとしては現在もっとも古い例で, 2例とも約50年前に行なわれた

ものである｡ 次に くる飛行場建設は,これも先に触れたが (注8参照), 1942年, 日本軍の進

駐後,強制的に労役提供を求められて,村から2人の男がカムナンによって選ばれて送られた

例である｡ 道路工夫は,今から6年前に40才の男が,他郡にて, 2カ月間だけ道路敷設工事の

雑役人夫として働いた例である｡

注 目すべきは,1例あるセメソ†作業と2例を数える自動車運転の例である｡ セメント作業

の例をみると,セメントを用いてブロックや煉瓦などを作る技術を有する男が,各地に招かれ

て,セメント工事を行な う例である｡ この男は,セメント造 りの技術を,2-3年前に,近 くの

町 (ソソクラ-および-ジャイ)で修得している｡ そして, ド-ソ･キレクの所在する行政村

tambonには,この種の技術を有するものは他におらず,そこでこの行政村内外の各地でコソ

クリ- トの小規模な建乗作業を行な う機会に恵まれている｡ ド-ソ･キレク生まれで,禾譜上
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別段特徴的な点はみ られない｡

他方, 自動車運転の例をみると,まず 4年前に 1人の仏教徒 (調査当時30才)が村の娘と結

婚 してムス リム化 し,村に定住 した時に始まる｡ この男は,結婚後,中古の小型バスを 1台入

手 し, これを運転 して,各地に人や物を運ぶことで生計をたてるようになった｡その後, これ

にならって, ド-ソ･キ レク出身のもう1人の男がやは り小型バスを入手 し,運搬で生計をた

てるようになった｡運送依頼は,村内からのみ来るとは限 らず,村外か らの依頼に応 じて遠隔

地に赴 くことがよくある｡

以上 3例は,活用される技術内容の特異さと出稼ぎが反復性を伴 っている点とでユニークで

ある｡ それと同時に,一つの実例が刺激となって,他の村民が出稼ぎの内容上の可能性につい

て,新たな展望を得る点がだいじである｡10) その意味では,事例数は少ないにしても,将来的

観点か らは測 り知れない意義をもつものといえよう｡

しか し,当面,出稼ぎは,まだ圧倒的に,古来の原始的な技術を村外でも活用する形で行な

われる｡ 圧倒的に多いのはゴムのタッピングである (表 8,9)｡ 続 く稲刈 りと共に, これは,

マレイ半島の東岸 ･西岸とで 雨季が合致せず, 農業の年間サイクルに 相異があることで可能

になっている事実は否めない｡出稼ぎが行なわれた地点の地域的分布を表示すると,表10のよ

うになる｡ もっとも多いのは,サダオ郡であ り,次いでナラ-テ ィワ- ト県が くる｡ マレ-シ

アのアロールスターまで範囲が及んでいるのは興味深い ｡いずれにしても,やは りイスラム文

化圏にのみ限られてお り, しかも職種との関係上都市部-の出稼 ぎが皆無であるのは当然であ

ろう｡ これ らの諸地域には,都市在住商人 (主として華僑)の有する小規模ながらもプランテ

ーションと呼び うるゴム園が多数所在 し,労働力の需要は

ほほ日常的にあると考えられる｡ タイの東北地方 (phaak

isaan)か らの定期的な労働力流入も現象化しているが,そ

れと競合する形で,地元民にも労働の機会が開かれている

わけである｡ これ らの機会源についての情報は,村外か ら

第三者によってもたらされる場合と,村民が自らあてずっ

ぽ うで探 しに赴 く場合との二つのや り方で村民まで到達す

る｡ その比率は,ほぼ半々にわかれる｡

実例をみよう｡

例 1 アロ-ルスタ-に 4人の 男が 稲刈 りに 赴いた例

(1955年頃に一度だけ)｡ この時は, 村外の第三者

表10 出稼ぎ地分布統計

ア ロ ー ノレ ス タ ー 1 4

他

県県

内

パ タ ー ニ ー 県

ヤ ラ ー 県

ナラーテ ィワー ト県

ソ ソ ク ラ ー 市 郡
- ジ ャ イ 郡
ナ タ ウ イ ー 郡

1

2

6

2

4

1

サ ダ オ 郡1 13

不詳(出稼ぎ地不定を含む)

計

7

40

10)過去4年間で, ドーン･キレクの若者たちがにわかに 自動車運転免許をとることに関心を示し始め,
すでに免許証(baikhapkhii)所有者は6人を数えるに至っている｡兵役経験の影響とならんで,その
男の感化も無視できないと判断される｡
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が村にもたらした情報に応じて, 4人が連れ立って赴いた｡

例2 ナラーテ ィワー ト県に5人の男が ゴムのタッピングに赴いた例 (1960年頃に 一度だ

け)｡ この時は, 村民の1人が村外で偶然情報を得て,村で希望者を募って5人連れ立

って現地に赴いた｡

例3 サダオ郡に 2人の男がゴムのタッピングに行った例｡この時,この2人は,サダオ郡

に行 くと仕事があるとい う漠然とした噂をきいて,連れ立って村を出て,サグオ郡のあ

るポノの教師を訪ねて噂の真偽を確かめ,その紹介で労働者を求めるゴム固所有者の存

在を知 り,そこを訪ねて仕事を得ている｡

ここで最後に,出稼ぎの期間と収入について簡単に検討しておかねばならない｡

期間については,必ず しも正確なデータは得られないが,最長期間は継続して3年 (ゴムの

タッピング), 最短の記録としては15日間 (稲刈り) とい う結果を得る｡ そして, もっとも

多いのが2-3カ月間という期間であ り, 1カ月間がそれに次いでいる｡ 比較的に期間が短

いのが特徴的である｡ 労働期間が長期に及ばない理由としては,出稼ぎを定職とするものがい

ず,ある水準の収入を待たら直ちに帰村すること,農閑期を利用した一時的離村の場合が多い

こと,出稼ぎ現地での生活に適応 しえないこと,などがあげられよう｡

収入は, 職種によりまた 時代に応 じて違ってくるのほ当然であるが, ごく最近の例をみる

と,ゴムのタッピングでひと月200-500バーツ, 稲刈 りは (2週間単位で計算される)100-

350バ-ツ,とかなりの幅をみる｡ ゴムのタッピングの報酬は, 月ぎめ固定給の場合と出来高

払いの場合とがあって,そのため収入の幅がひろがることにもなる｡ 稲刈 りの賃金差は地域の

違いによって生ずる｡ いずれにせよ, きわだって魅力的な金寵だとはいえないようである｡11)

C 公権力の発動に基づく場合

1 兵役 (警察官を含む)

ドーン･キレクの20才以上のす

べての男性について兵役 (警察官)

経験の有無を調べた結果が表11で

ある｡ 公権力に基づ く長期村外生

活体験の機会としては,かつて絶

対王制期に設けられた警察官徴用

制度も無視できない｡この制度は,

1932年革命後も続行され,第 2次

大戦当時にもまだ行なわれたので,

ドーン･キ レクにも,この制度に

零11 ドーン･キレクにおける兵役 (警察官)経験者統計

妄高遠1----空目兵 役 l警察可 I/J､計 l 同年齢層男性人口

計 り 30 1 5

ll)ドーン･キレクの1世帯の月当り平均現金収入は300-500バーツである0
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よ-)て警察官を経験 したも())がいる｡いずれにせ

よ,メイ困C')制度 上,表11(,11兵役 ･-:Lj-I.;察官L'r)双方

共 ,国家'/11徴用に基づ くもし'うて嘉, ･7), ニ′巨を村民

は `̀LilLikkcen''と呼んでい,7,C

兵役に服する期間は, 1年6カ月;-,ゝふつ うで,

ド-ン･キレクから約16キロ離 .iLたコホン/基地し7)

場合7月王倒的に多く,そしてコホン以外でも他郡

表12 兵役(警察官)服務期間統計

頃口
期冊
1年6カ月

2年

2年 6カ月

3年

4年
5年

不許

計

兵 役 = 警 察 1rl;

2

2

1

1

1

1

2

り′一
22

5

L
-

…
2

■
‖

であって,他県の基地に配属された例をみない｡

警 察 官 の 場 合 は , 郡市勤務が多いようである｡(5例中-1例)

村民の兵役 ･警察官の経験に闇Lては,制度的局面よりも,むしろその機会に展開さ九る社

会的学習の諸局面がいたって重要である｡ そこで, この点については,章を改めて以下の箇所

で詳しく触れることにしよう｡

2 服 役

公権力の発動による村外屠住のもう一つの機会としては,兵役 ･警察官の経験以外に,不法

行為を犯して逮捕され, 投獄 (kaan-tittalaang)される場合が考えられる｡ ドーン･キレク

り,またその間に,なんらかの事由で,警察に逮捕されたものの数は5人に及んだ (窃盗罪 2

件, 武器不法所持 2件,傷害罪 1件)｡ しかし,これらの犯罪現象を,なんらかの社会的 ･経

済的要因にまで還元することは避けねばならない｡警察権力の側のきまぐれその他の偶然的事

由により,不法行為件数は容易に増減しうるか らである｡

ⅠⅠ 村外生活体験の諸局面

以下は,以上に範時化したいくつかの村外居住の機会を,実際経験したもののなかから無作

為に適当数を抽出し,質問表を用いて,口頭で面接 した結果を整理したものである｡

面接対象 (すべて男性)は,経験者全員を面接 したかったが,技術的都合もあり,以下の数

に しぼった ｡

(1) メッカ巡礼 13名 (経験者総数19名)

(2) ポノ留学 10名 (表6の90名より選ぶ)

(3) 出稼ぎ 15名 (表 8の40名より選ぶ)

(4) 兵役 12名 (経験者総数30名)

警察官 5名 (経験者全員)

そして,質問表は,筆者独白のものであり,質問項 目数は,それぞれ
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(1) メッカ巡礼 41項目

(2) ポノ留学 20項目

(3) 出稼ぎ 21項目

(4) 兵役 ･警察官 28項目

となっている (質問表をここに掲げることは紙幅の都合もあって省略する)｡ 面接を行なった

のは,筆者の現地調査期間 (1964･7-1966･3)の終 り頃,1965年11月から66年1月にかけて

である｡

1 メッカ巡礼経験者 (ハジー)

面接対象は,表2(p.141)の女性5名と男性1名 (例18)を除いた全員13名である｡13名に

ついての基礎的なデータは表 2に掲げてあることが参考になろう｡ この13名の経験についてみ

てみよう｡

13名とも,客船でメッカに赴いている｡ 乗船地は,ペナン6例,ナラーティワー ト4例, ソ

ソクラ-,パターニー,バンコクそれぞれ 1例とわかれる｡ いずれもメッカ巡礼専用に仕立て

られた貸切 り船であり,その13名の記憶に残る乗客数は1,000-3,000人の幅におさまる｡ 船上

生活は約 2週間続 く｡ 船上で乗客が自前の食事を強いられた昔日と違い,最近では船で食事が

供せられる｡ 船の生活について, たいして大きい不満はきかれない｡(4名のものが不満を述

べたが,その内容は狭 くて寝る時に窮屈な思いをした,悪臭に苦しんだ,寝る場所 ･食事をと

る場所が不潔だった,船員が吉葉を解さず意志疎通に困った,水の使用を制限された, とい

うことであった｡)船客が途中で死亡した例が意外に多く,13名車6名が死亡実例を記憶して

いる｡ 参考までに, 記憶する6名の年齢と記憶する死亡者数を掲げると,31才2名,42才7

名,45才2名,50才7名,51才3名,60才15名｡死亡因はいずれも熱病 (khai)である｡ その

他,船上生活で注意すべき事柄として,村民が船の上で多くの異国人(chaaotaangpratheet)

と接触する事実がある｡ おおむねすべての著が,タイ国籍人以外に,｢ジャワ人｣(インドネシ

ア人の意),マレーシア人,華僑回教徒などと接触している｡

メッカ周辺に 滞在する期間は, 平均 3カ月だが 6カ月の例を1例だけみる｡ 現地での世話

は,現地で有料ガイ ドが求められた り,あるいはメッカ留学中のタイ人が世話をした りするが,

タイ国から旅行会社の係員が同行し,いっさいの手配を行なう｡ この係員を村民は huanaaと

呼ぶ｡食事は自炊しなければならない｡副食の材料は現地で買い求めねばならない｡食事の回

数は,時には目に1回に減る (ただし断食によるものとは限らない)｡

メッカ周辺滞在中の経験の記憶をいろいろ求めてみると,まず特徴的なことは,地名の記憶

がいたって乏しいことで,メッカおよび国名のサウジアラビアのみを記憶し,下船の地名およ

び聖地の地名等の記憶は不正確である｡ かれらと同じ時にメッカに世界各地から集まった巡礼

者の総数の記憶は各人はっきりしており,たとえば ｢百六十六万六千五百人 (ndnglaanhok
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seenhokmddnhokphanhaar〇〇ikhon)｣と見事に答える｡ ド-ソ･キ レク住民がこれほ

ど桁の多い数を数える機会は他にはごく稀であ り,ふつ う ｢万 (mddn)｣より上の桁にはなじ

んでいない｡

メッカの気候については,全員が ｢暑過ぎる｣と判断し,タイの気候のほ うがはるかによい

とい う結論を下 している｡ しかし,メッカ地方滞在中に難渋したことがなにかあったかを問 う

と,3名が ｢気候が暑過ぎる｣と答え, 1名が ｢靴が多過ぎる｣と答えたほか,全員が ｢万事

快適であった (thukyaangsabaai-cai)｣と答えている｡ 現地で発病 したものはわずか 1名で,

3日間暑さあた りを経験している｡

狭義のメッカ巡礼, すなわちメッカでの一 連 の行 を 行 な うことを,タイ ･ムス リムは,

"tham rayaahajii"と呼ぶ｡その後7日間は,妻と同行したものも同会することは許されない

(一部のものは, 7日間のかわ りに, 4日間, 5日間とい う答えをなした)｡

メッカ滞在中に関してことのほか注目すべきことは,ほとんど全員が ドーン･キレクにあて

て,幾通かの手紙 (cotmaai)を書いて送っている事実である｡ 3通書いたもの4名, 2通が

5名, 1通が3名で, わずか 1名だけが1通も書いていない｡ 宛先は, おおむね両親であっ

て,弟宛とい うのが 1例得られた｡興味深いことには,字を書けないものも,代筆を介して,

やは り手紙を出している｡

メッカ巡礼は,｢みやげ(kh〇〇ngkamnan)｣とい う習慣を伴っている｡ 全員が,現地で rみ

やげ｣を求め, ドーン･キレクに持ち帰っている｡ 主な品目をあげると,布地,帽子,タバコ

入れ,水差 し,果物,水 (ザムザム井戸の井戸水), めがね,香水, 写真 (絵葉書の類)など

である.｢みやげ｣を渡す対象は,主として巡礼の準備段階で多額の献金をくれた親類縁者(前

述 p.144参照)であり,約20人がふつ うである｡ ただし,ザムザム井戸の井戸水は,なるべ

く多 くの一般村民に分かち飲ませる風習である｡

メッカ巡礼中に新たな交友関係に入ったものを求めると,友人をつ くったもの10名,つ くら

なかったもの3名となる｡ 友人をもったもの10名のうち9名が現在に至るまで交友関係を保っ

てお り,その範囲は,ナコーンシ-タマラー ト県やナラ-テ ィワ- 下県などの他県にまでひろ

がる｡ すべて,同一船上で知 り合ったもので,巡礼の全期間中,親しく接触 している｡

帰村後のことに筆を進めよう｡ かれ らの帰村後,村民は爾後かれ らの名前を呼ぶときに ｢-

ジー (hajii)｣あるいは略して ｢ジ′- (ji主)｣を名前の前 (姓には付けない)に付けねばならな

い (写真8,9参照)｡その13名に,帰村後のことについて二,三の質問をしてみた｡村民の尊敬

度は増 したか,とい う質問にたいして,12名が尊敬が増 したと答え, 1名が変わ らないと答え

た｡メッカ巡礼を行なったことで,自分自身はよりよい人間になったと思 うか,とい う質問に

たいして, 1名が前と同じと答え, 残る12名が ｢よりよくなった (diikhdn)｣と答えた｡帰

村後に経済的に難渋するようなことはなかったか,との質問にたいしては,全員が,困ること
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写真8 墓地の祭り(thamtlunkuto) の目の墓

地での礼拝で最前列に並んだ村の-ジー
たちOあらゆる機会にこのような特権的
待遇が用意されている｡

はなにもなかった,と答えた｡-ジーはもっと尊

敬さるべきだと思 うか,にたいしては, 1名 (先

の巡礼後尊敬度が増えなかったとい う答えをした

と同一人)だけが,もっと尊敬さるべきだ, と答

え,残る12名は, 十分である (ph〇〇lEO), と答

写真9 礼拝堂で礼拝する村の女性
たち｡一人だけひときわ目
立つ黒衣裳の女がいるが,
これが-ジーである｡

えている.12)

最後に, この13名に次の五つの質問を試みた結果を示しておこう｡

(1) ｢昔と今と ドーン･キ レク村民は どちらがムス リムとして立派だと思 うかIl

(p) ｢宗教を守ることに関して, ド-ソ･キレク住民はもっとどうあるべきだと思 うか｣

(/l) ｢『1万バ-ツあったとしてもメッカには行かない』とい う考え方をどう思 うか｣
(I) ｢子供をメッカ巡礼に送るつもりか｣

銅 ｢精霊信仰はいいことだと思 うか｣

まず,質問(1)にたいしては,昔がよかったが1例,今のは うがいいが4例,変わ りなしが8

例とい う解答が得 られた｡

質問(ロ)にたいしては, ｢宗教教育をもっと熱心に行なわねばならない｣ と答えるもの7名,

｢いい宗教学校が村にないといけない｣が 1名, ｢宗教のことを教えることのできる教師がい

ないといけない｣ が 1名,｢宗教を守る上での厳格さが足 らない｣が2名,｢指導者にたいして

もっと忠実でないといけない｣が 1名,｢もっと献金 (than bun)をするようにならないとい

けない｣が 1名,とい う多様な解答を得た｡

質問()～)にたいしては,｢ひとそれぞれに違 った考えがあってよい｣が 6名,｢そ うい う考えは

間違 っている｣が 7名であった｡

12)2名のものが,ついでに,｢-ジー｣には ｢いい人間の-ジー｣と｢悪い人間の-ジー｣がいて,村民
は ｢悪い人間の-ジー｣は尊敬しないだろう,と答えている｡
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質問抑 こたいしては,｢子供がない｣1例を除いて,全員が ｢送 りたい｣ と答えた｡

質問(TJTl)にたいしては, 1名が ｢かまわない｣と答えた以外,12名が ｢よくない｣と解答 した｡

2 ポノ留学経験者

面接対象に選んだ10名のポノ留学経験者についての基礎的なデータは,表13にまとめて掲げ

てある｡10名が経験 したポノ生活の態様は,おおよそ前章で詳説 した通 りであるので,その点

についての面接結果を紹介することは逝け,ただ一,二重要な点を補足的に指摘してお くに留

めようLl

表1 3 面接対象- ポノ留学経験 者 (10名 )

壷 亡 二 二空 二 L ｣

現在の年齢
ポ ノ所在地

りん
3 4 5 6 7 8

22 25 26 28 33 38 45

他 郡 他描 他郡 村 内 郡内 他郡 他部
留学 開始年齢 ≡ 17 13 14 18 17 18 11

留 学 年 数 l 1 2 5 2 4 5 5

留学ポ ノ数 E 1 1 1 1 1 1 1

竺空竺 竺竺 L jff_ー_ 1/5 6/6 2/3 1/4 1/4 2/2

9

J
5

けい君
l

他

1

内

3

郡

1

甘心
6

他

1

1
万

㌦

3

.

0

11

4

2

〟4

‥

.II

面接の結果,ポノ留学の動機としては,イスラムを深 く学びたい,語学を学びたい,とい う

ことに尽 きることがわかった｡ポノ留学の費用 (月毎)は,古い時代の10バーツを最低に, 最

近では100-300/i-ツかかるとい う (300/ミーツを要 したと答えたものは2名)｡相当な渋川で

ある｡ これを支払 うのは,ことごとく両親である｡ ポノ滞在中に帰宅するのは,月に 1回平均

で,少ない場合は3カ月に 1回の例もみる｡ ポノ留学をおえた理由としては,勉学に飽きたか

らが5例,結婚が2名,そして家事を助けねばならなくなったから,兵隊になるため,病気に

かかったか ら,がそれぞれ 1例得 られた｡

ポノに留学 してよかったか,また留学 したことで自分がよりよい人間になったと思 うか,と

い う質問にたいしては,全員肯定的な解答をなした｡しか し,ポノで語学習得等充分に知識を

マスターしたか どうかに関しては,必ず しも肯定的な解答は得 られない｡マレイ語会話ができ

るようになったものは7名,アラビア語が読めるようになったものは 1名 (少々読める,は 2

名)である｡

将来 自分の子供をどこかのポノに送るかどうかについては,全員が送ると断定する (現に既

に送っているものもいる)｡ 子供を送る予定のポノを選定済みのものが5名もいる｡ よいポノ

の条件としては,全員が,す ぐれた知識をもつ教師,をあげ,そしてかな りのものがポノの所

在 ･環境のよさ,を望んでいる｡

3 出稼ぎ経験者

面接を行なった15名の出稼ぎ経験者の基本的なデータを表14に掲げる｡ 表に記載さltていな
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表14 面接対象- 出稼ぎ経験者 (15名)

柄 -㌔-＼禦l1
現在の年齢

何 年 前

職 種

情 報 源

動 機

期 間 (午)

月 収 平 均
(バーツ)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

33 34 34 35 37 37 37 38 39 42 42 42 64 64

2 6 4 15 12 2 1 5 1/2 10 20 3 2 8

ダツビング ダツビング ダツビング ,/ツビング ダツビング ゴム帖 え ダツビング 稲刈 り ダツビング 森 閑墾 飛行場 稲刈 り 稲刈 り グッビング

友人 自己 自己 友人 自己 父親 自己 友人 友人 自己 強制 友人 友人 自己

かね 告 ォ かね かね かね かね かね ぎ告 かね かね 強制 ご告 かね かね

o

o

遺

人

ね

7

5

鉄

他

か

1/12 ? ? ? P P 1/12 1/24 1/12 1/12 1/12 1/24 1/24 3/12 5/12
100 200 200 100 100 ? 500 350 300 500 18 350 100 ? 18

い事柄について,いくつかだいじな点をみておこう｡

ドーン･キレク村民の出稼ぎについて特徴的なことは,単身で赴 くことは少なく,たいてい

同行者を求める点である｡ 近隣諸他村落からも同行者が伴い,多い場合には20名がつどいあっ

て現地に赴いている｡ 同行者は,おおむね ｢近い間柄の友人 (ph凸anklaikan)｣である｡

タイ語文化圏を離れ,マレイ語圏に赴 くことが多いため,多 くの出稼ぎ経験者が通訳を介し

て現地人と意志疎通を行なっている｡ 現地での寝泊りは,雇用者の指定する樹園内その他の小

屋で行なう｡ 食事は雇用者が提供することは少なく,たいてい自炊を強いられる｡ しかし,時

に雇用者の負担において外食が行なわれ,料理材料が提供されることもある｡ 現地滞在中の帰

宅は,滞在がひと月以上に及ぶ場合は3カ月に 1回の割りで行なわれ,滞在がひと月以内の場

合は行なわれない｡休日が与えられなかったというものが15名中3例あり,そのうち1例にお

いては, 休日には必ず集まり (pracum)があって何もできなかった, という解答を得た (こ

れが金曜日に行なわれるイスラム特有の集団礼拝- やはりpracum という- のことかど

うかはつまびらかにできなかった)｡休日が与えられたもの12名中,4名が ｢町に遊びに出た｣

と答え,残 りは全員 ｢終日休養した｣と答えた｡出稼ぎ期間中の生活全般について,不快 ･不

満の有無を問 うと, 4名のものが不満があったといい,残 りの11名は万事快適であったと答え

た｡その4名の不満の理由は,それぞれ,報酬が少なかった,食事が臭く水も悪かった,寝泊

りする場所がよくなかった,深い森の中で暮 らさせられた,とい うことであった｡

出稼ぎ現地で新たな友人を得たかどうかについて調べると,友人を得た7名,得なかった8

名であった｡その7名のうち現在まで交際しているものは1名である0

現地滞在中の宗教活動について,二つの質問を試みた｡ 一つは毎日5回の礼拝 (mayan)を

行なったかどうか, もう一つは,毎週金曜日正午の礼拝堂 (matsajit)での集団礼拝に必ず参

加したかどうか｡毎日5回の礼拝については,完全に行なったもの6名,不完全に行なったも

の6名,全然行なわなかったもの3名という結果を得た｡金曜日の礼拝堂行きについては,毎

金曜日に近 くの礼拝堂に赴いたもの2名,時々赴いたもの2名,全然行かなかったもの11名と

いう結果になった｡この結果はたい-ん興味深い｡とくに,南タイのムスリムが,他村落の集
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団礼拝には加わ りたがらない性向をもつ事実が暗示されていて,この点は別の機会に詳しく検

討してみなくてはならない｡

最後に,｢もしいま1万/ミーツのかねがあったとしたら, なににつかいたいか｣ とい う仮定

の上での設問を試みた｡その結果,家を新築する,が6名,ゴム園を買 う,が 3名,椰子園を

門 う,が 1名,メッカ巡礼をする,が4名,わからない,が 1名,とい う解答を得た｡

4 兵役 ･警察官経験者

面接対象は兵役経験者12名,警察官経験者 5名,計17名である｡ 兵役に服 した抑 制よ5年間

1名, 2年6カ月1名 (この2名はいずれも太平洋戦争中に服したものである), 残 りはすべ

て1年 6カ月である｡ 警察官の5人は,みな2-3年の経験をもっている｡ そして,ことごとく

正式徴用期間満了 (khropkamnot)で帰村している｡ その期間中に与えられた主たる日常的

任務について17名に問 うた結果,まずなんらかの指導的立場に立ちえたものはわずか 1名,副

分隊長の例を得ただけであった｡その他変わった任務に就いたものとしては,自動車運転手 2

名, らっば手 1名,炊事夫 1名,橋梁専門工兵 1名があ り,その他は兵舎清掃,戦闘訓練,過

常の警察任務等のみを自らの任務として挙げている｡

生活の諸局面についていくつかたずねてみた｡休日は, もっぱら近 くの町-遊び (thiao)

に出たり,口宅に戻った りしている (各人とも月に平均1-2回帰宅している)｡ 月給は,3例

のみ家計に入れ,残 り14例は買い食いに消費している｡食事について,自宅と兵隊 (警察)で

食べるのとどちらが美味だと思 うか,とい う質問に対して, 1例のみ自宅のが美味だと答え,

もう1例が差がないと答えたほか,残る全員が兵隊 (警察)で提供されるほ うをむしろ美味だ

と判断している｡しかし,兵隊 (警察)生活と村での生活とどちらが快適か,とい う質問に対

しては,村での生活 9名,兵隊生清3名,警察官 2名,差がない 3名,とい う結果を得る｡

イスラムの行 (si主n)の遵守度を調べるために, 断食を実行したか どうかを問 うてみたとこ

ろ,完全に実行したもの6名,中途半端に実行したもの5名,断食をまった くしなかったもの

6名とい う結果を 得た｡ そして, 断食を怠った 理由としては, 腹が 空 くから, 夜F制こ食事

(aahaansamrap〇〇kbuatt〇〇nklaangkh血色n)を採れるような配慮がなかったから,仕事

が激しいため,などが挙げられた｡

公務上の事由で遠隔地 (他県)旅行の経験を有したかどうかの点を調べると,11名が経験あ

りと答え,その行き先は,以下のように各地に拡がった｡マレーシア2例,バソコク2例,ヤ

ラー県4例,ナラ-テ ィワー 下県2例,パターニ-県 2例,ナコ-ソシークマラー 下県 2例,

サ T,ウーソ県 1例｡
軍 (警察)に在籍期間中に新たな友人 (phdan)を得たか どうかを調べてみると,14名が得

たと答えた｡しかし,現在までの交際を続けていると答えたものは,その14名の内6名でしか

ない｡また,その間に偶然接する機会をもった,軍隊 (警察)のもっとも高い階級のものはだ
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れであったか,と高官との接触体験を求めると,元帥 (ピブーソ･ソソクラーム)との接触 1

名,将官2名,佐官5名,尉官8名,その他1名とわかれた｡

次いで,この17人の退役後の意識の傾向について二,三きいてみた｡まず,兵隊 (警察官)

になる前となった後とで自分が良いほうに変わったと思 うかどうかの間にたいして ｢変わらな

い｣ が1名, ｢兵隊にならなかったほうがよかった｣ が1名,残 り15名はみな ｢よくなった

(diikhan)｣と答えた｡兵隊 (警察官)になってよかったかどうか, またその理由は, との

問にたいしては,同じく,｢よくも悪 くもない｣1名,｢ならないほうがよかった｣1名,残 り
15名は,｢なってよかった｣と答えた｡理由は,否定的な解答としては,｢自分の家の仕事がで
きなかったから｣が挙げられ,肯定的な解答としては,

･世の中の重要な事柄がわかった

･仕事の技術を身につけた

･偉い人 (phuuyai)と知 り合えた

･重要な場所 (sathaanthiisamkhan)となじむことができた

･知識が増えた

･鉄砲の扱い方を学ぶことができた

･位階 (tamncEng)の高低のことを知った

･役人の肩書を覚えた

･世の中の規則や規律 (rabiap-winai)を学んだ

などが得られた｡退役して村に戻ったあと, 村民は尊敬する (napthも凸)ようになったかどう

か,にたいしては,10名が村民が従来以上に尊敬するようになったことを認め,7名が変わら

ないと答えた｡

最後に,兵役,警察制度についての価値判断を求める二,三の質問を試みてみた｡まず,兵

隊 (警察官)が好きか嫌いか,という端的な質問にたいして,好き,が11名,好きではない,

が6名という解答を得た｡兵隊 (警察官)になることはいいことだと思うか,という質問にた

いして,いいことではない,が2名,いいことだが自分は二度となりたくない,が1名,残 り

はすべていいことだと解答した｡なったはうがいいとする理由を求めると,

･国家 (pratheet-chaat)を助けるから

･知識が増えるから

･世の中の規則や規律がわかるから

･鉄砲や自動車の扱い方を学べるから

･頭がよくなるから

･他人から名誉 (kiat)の持ち主と認められるようになるから

･ひとと知 り合えるから
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･他人か ら怠け者とみ られ,ずに済むから

･月給をもらえて,働かずに済むか ら

･国家政治 (baanm血ang)の変化がよくわかるか ら

などが挙げられた｡

お わ リ に

以上で, ドーン･キレク村民の村外生活を体験する主な諸機会源と,その体験の諸局面につ

いての素描をおえたい｡

これまでとりあえず三つの範曙にわけて論 じてきたが,これ までの検討の結果に応 じて,そ

れらを,別の視角か ら, こんどは二つの範曙に 整理し甫して 考えることができるように思え
･-
rJo

まず第一一に, 宗教的動機に基づ く諾機会源は, これを 保守的範噂として捉えることができ

る ｡｢保守的｣とい うのは,この場合, 伝統的文化規範の維持強化を旨とし, またそれに基づ

く宗教秩序 ･社会秩序の安定的維持を予定す/7J傾向をい う ｡ すなわち,そ細 工,イスラム社会

の宗教的椎戒の安定を軸にして, ドーン･キ レクの村落社会の権威関係を,変化を媒介とせず

に ｢保守｣ しようとする価値観につながるO

先に指摘した "thaana''の意識自体が,いたって保守的な秩序維持を前提とする意識構造を
秘めている｡この点については,改めて説 くまでもなかろう｡ メッカ巡礼にせよ,ポノ留学に

せ よ,両者ともある種の地理的移動ではあっても,社会経済構造の変化に対応する形での流動

化現象ではなく,いわば制度的儀礼でしかない ｡ 移動の様式 自体が固 く制度化されているわけ

で,その点での変化発展性にはさらさら乏 しい｡それ らは,多 くの儀礼とステレオタイプ化し

た心耳冊持造に伴われていて,この儀礼内包的 ･ステレオタイプ的性指の散に,移動が行なわれ

れば行なわれるほど,それ,らの保守的性格は強化されることになる｡要するに,社会関係様式

と経済様式の無変化を前提とし,しかもその無変化を永続せしめようとする性向を秘匿)ている

点に,これ ら保守的範時の特徴と問題点があるといえよう｡

次に,残る2軒の機会源,すなわち経済的動機に基づ くものと公権力の発動に基づ くものと

は,いわば非保守的範時としてまとめて考えることができる｡

この非保守的範時は,一口でいうならば,ともすればイスラム的権威秩序の枠によって附放

性を失いがちな ドーン･キ レクを, ｢開かれた社会｣に変えうる契機を秘めている点で大きな

意味をもっている｡

節 1に,出稼ぎにせlt,兵役にせよ,双方とも土地の生産性にのみ依存する伝統的な経折様

式とはまった く異質な経済行為であって,将来的伍点からは大きな意味をもっている｡ 出稼 ぎ

は,まった く無縁の第三者に労 働 力を提供 し,その見返 りに相当の報潮目を得る行為であるが,
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それを ドーン･キレク村民が多数経験し,いわばそれにすでになじんでいる事実はだいじであ

る｡ それとともに,兵役は,村民が契約に基づ く固定給料による生活を経験するユニークな機

会として注 目に値 しよう｡ いずれにせよ, これ らの機会源を通じて,被雇用という新 しい可能

性に ドーン ･キ レク村民が開眼することはたいそう重要なことである｡

第 2に,それ らの機会源は,ムス リム村民が宗教的儀礼をネグレクトすることをむ しろ助長

している事実に注 目しなければならない｡面接の結果が示すように,礼拝や断食などイスラム

五基の大切な行を,出稼ぎ経験者や兵役経験者はかな り怠っている｡ そ して,怠ったことにた

いして,具体的な事由をあげて ｢やむを得なかった｣として正当化 しようとする態度で臨んで

いる｡ この点,-ジ-たちが, ドーン･キレクの宗教的権威の維持に強い関心を示すのと好対

照である｡ たんに行を怠たるだけではな く,これ らの経験者が新 しい価値志向を潜在せしめて

いるのは注目に値する｡ すなわち ｢1万バーツあったとした ら,なににつか うか｣ という質問

にたいして,本来ならばいわば教義問答的にはね返ってくるはずの ｢メッカ巡礼に行 く｣ とい

う解答がむ しろ少なく,非宗教的な願望が率直に述べ られた事実がそのことを暗示している｡

第3に,メッカ巡礼などが ドーン･キレクと別の異質社会との融和化にほとんど貢献 しない

のにたいして,兵役経験や出稼ぎ経験は, ドーン･キレクを異質社会と結びつけるうえで少な

か らざる媒介項として働いている｡ なるほど,メッカ巡礼の場合にも,社会的通信の観点か ら

みるとある種の注 目すべき現象に伴われてはいるが,手紙を出すという風習にしても,交友関

係の拡が りにしても,親子関係あるいは-ジー同志の関係というごく限 られた社会関係で生ず

ることでしかない｡それにたいして,たとえば兵役は,通解圏拡大の重要な契機として働 くの

である｡ ドーン･キレクと遠隔地 との通婚は,かな り兵役が媒介しているし,そして時には仏

教徒がムス 1)ム化 して ド-ソ･キ レクに定着する契機ともなっている｡ それ と同時に, ドーン

･キ レク住民が,タイ国社会とい うより大きな社会枠と心理的に親和する契機として,兵役は

決定的な意味をもつのである｡ いまか りに, ｢政治的近代化｣ ということを, 権威のイメ-ジ

の変化として捉え,次のように要素分析 してみ よう｡

1. 権威を措定する範囲の拡大

2. 権力の要素分析を行ない うる能力の増大

3. 権力を,よかれあしかれ,評価する能力の増大

4. 権威のイメージと公権力階梯 との関連づけ

5. 権力とは接触すべきものだとい う観念の成立

もし ｢政治的近代化｣がこのような内容をもつものであるとした ら, ドーン･キレク住民がそ

の方向に政治的啓蒙を受ける機会が,正に兵役経験によって与えられているのである｡ そのこ

とは,兵役 (警察官)経験者の面接結果がはっきり示している｡ いずれにせよ,兵役経験を介

して, ドーン･キレク村民は,多かれ少なかれ,タイ国社会と同化しているのである｡
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第4に,先に述べた保守的範噂のほうが,技術導入の契機としてはまった くなんの役割も果

たしえないのに反 し,出稼ぎ,兵役経験などの非保守的範曙は,村に新 しい技術や文化様式を

導入する点でたい-んだいじな役割を果たしている｡ 自動車運転の技術など好個の例である｡

出稼ぎに関していえば,まだ目下のところ,村固有の技術様式と水準とでもって通用する職種

のみが村外に求められているが,ある段階まで至れば,間違いなく,新たな技術習得を通じて

職種の幅を拡げるものが出現しよう｡ セメント工事を行なう男の出現は,その点画期的であっ

たといえる｡ 出稼 ぎにせよ,このように,技術導入の契機として,無限の可能性を潜めている

のである｡

このように,村民の村外遠隔地生活体験を保守的なものと非保守的なものとにわけて考えて

みると,今後注目しなければならない問題点は,二つにしぼられてくる｡ 第 1のテーマは,土

地経折の行き詰まりが保守的範曙の地理的移動にどういう影響を及ぼすか,であ り,第 2のテ

ーマは,非保守的範時が今後 どうい う進展をみせるか,とい うことである｡

筆者の関心をひくのは,第1のテーマよりむしろ第 2のテーマである｡ けだし,非保守的範

嘩こそ, ドーン･キレク社会の近代化を うながす重要な要因を多 く秘めているからである｡

今後留意しなければいけないのは,やはり出稼ぎ現象がその頻度と職種においてどう変わっ

ていくかとい うことではなかろうか｡兵役のほ うには,格段の変化を望むことはできない｡出

稼ぎ現象に変化が生ずるとしたら,論理的に想定するならば,それはまず出稼ぎの反復性の強

まり (つまり同一人における出稼ぎ同数の複数化と頻度の増加)に向か うであろうし, 次い

千, 職種の多様化, つまり村民の備える技術的対応の幅の拡がりが生ずるであろうし, はて

は,出稼ぎが都市部においても行なわれることも考えられる｡

しか し,その場合,やはり出稼ぎ現象を うながす社会的 ･経済的条件を考えておかねばなら

ない｡ ドーン･キレク村の内外においてそれらを捉えてお く必要がある｡ 村内に関していえ

ば,土地経折の安定度いかん,貨幣経済による圧迫度いかん,そして宗教的保守性の度令い,

などの局面がある｡村外に関していえば,出稼ぎ労働力の需要自体がやは り重要である｡ 都市

部の経折が華僑による前期資本主義的商業資本活動に留まる限 り,都市部において大量の労働

力需要が発生するとは考えられない｡さりとて,非都市部においても,たとえばプランテーシ

ョン地域で労働力需要があったとしても,もしその需要が大きければ大きいほどよりまとまっ

た労働力供給源が求められることになり,その場合はむしろ東北タイや中部タイからの人口流

入のほ うが蓋然性が高いことになる. それでも,出稼ぎの散発的機会源は各地に求められ うる

わけで, ドーン･キ レク住民の適応力の水準しだいでは,外部的条件は比較的に熟していると

判断できるのである｡

適応力 (adaptability)の問題も,多局面的である｡ 少な くとも, 心理的局面,文化的局面,

技術的局面の三つにわけて考えねばならない｡心理的にみると, ドーン･キレク住民が,先の
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面接結果から読みとれるように,かなり気楽に外地に適応しえていることがわかる｡ そこで,

問題はやはり文化的適応性と技術的適応性にしぼられる｡ 文化的には,イスラムという宗教の

枠が大きい｡それとともに,言語の障害もある｡ 技術的にも,まだ固有の技術水準は幅が狭い

という意味で低く,さほど適応性が備わっているとはいえない｡

結論的に判断して,もしドーン･キレク村内の経済状態がある世代でひっ迫して出稼ぎの皮

合が高まった場合,その段階でどれほどの適応力を村民が備えているかによって,かれらの生

活の安寧は大きく変わることになろう｡ しかし,問題は,村民にとって適応力を体得する機会

は,ほかならぬその出稼ぎの機会自体であるという事実である｡ この皮肉なパ ラドックスを止

揚する手掛りは,いまのドーン･キL/クにはまだない｡
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